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導臨界温度は 9.8 K、18.3 K と極めて低く、これらの製品は高価で資源的制約の大きい液体ヘリウムを
使って冷却して運転する必要があるため、運転コストが高く、極めて限られた分野でしか利用されてい
ません。







高温超伝導線開発の対象物質は RBa2Cu3O7（RBCO、Rは Y、Gd などの希土類元素）にほぼ収斂して
います。RBCOは 77 K での不可逆磁場が高く、高磁場中でも高い臨界電流密度（Jc）を有しているこ
とから様々な電力機器への応用が期待されています。しかしながらRBCOは結晶同士のなす角が 10°





















の熱膨張率差を考慮して、Ni 基耐熱合金の 1つであるハステロイ ®が使用され、その上に反応（拡散）




てMgOをホモエピタキシャル成長、その上に LaMnO3 や CeO2 等の酸化物をバッファ層としてヘテロ
エピタキシャル成長させ、その上にRBCO高温超伝導体を 2~3 μm厚ヘテロエピタキシャル成長させ
ることで 3軸配向させた RBCO高温超伝導層を形成しています。更にその上に保護層としてAg層と





延と熱処理を施すことで、金属結晶の {100} 面をテープ面にかつ<001> 方向を長手方向にどちらも 4～
7°以内に平行に揃えたNi-Wテープを基材に使用しています。その上にスパッタリング法などによっ
てY2O3、Y2O3 安定化 ZrO2（YSZ）、CeO2 を順にヘテロエピタキシャル成長させたバッファ層を形成し、
その上に金属有機化合物分解法（MOD法）によりRBCO高温超伝導体をヘテロエピタキシャル成長さ
























































と Sr（Ti1-XNbX）O3 の 2 層バッファ構造が有望であることを見出しました。
図 3に、SUS316 と貼合せた {100}<001> 集合組織 Cu テープ上に、0.5 μmの Ni をめっき法で、0.4 




（001）Cu //（001）Ni //（001）Sr（Ti0.95Nb0.05）O3 //（001）RBCO 
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